
2015

まちの将来を見据えるまちの将来を見据える
～隠岐の島町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）～
住民基本台帳カードと電子証明書の終了について
旧隠岐空港滑走路跡地にメガソーラーパネル設置

～隠岐の島町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）～
住民基本台帳カードと電子証明書の終了について
旧隠岐空港滑走路跡地にメガソーラーパネル設置

　五箇地区相撲大会が、水若酢神社常設相撲場で開催され、園
児から大人まで、各地区を代表する力士たちが、熱戦を繰り広げ
ました。
　相撲を通して交流している、ポーランドのクロトシン市からも、４名
の力士が参加しました。

五箇地区相撲大会　１１月３日（水若酢神社常設相撲場）

12
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本
町
の
人
口
は
、昭
和
30（
１
９
５
５
）

年
に
最
も
多
い
人
口
に
達
し
て
以
降
、減

少
を
続
け
て
い
ま
す
。出
生
数
は
、一
貫

し
て
減
り
続
け
、平
成
２（
１
９
９
０
）年

以
降
は
、死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、年
齢
階
級
別
の
人
口
移
動
の
状

況
に
お
い
て
は
、昭
和
55（
１
９
８
０
）

年
以
降
、高
校
や
大
学
へ
の
進
学
な
ど
の

影
響
に
よ
り
転
出
超
過
の
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

（
社
人
研
）の
推
計
に
よ
る
と
、平
成
22

（
２
０
１
０
）年
に
１
万
５
千
人
で
あ
っ

た
本
町
の
人
口
は
、平
成
72（
２
０
６
０
）

年
に
は
、６
千
人
ま
で
減
少
す
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
に
は
、自
然
増（
出
生
率
の
向

上
）と
、社
会
増（
転
出
抑
制
と
転
入
増

加
）の
２
つ
の
方
向
性
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
人
口
の
現
状
分
析
を

踏
ま
え
る
と
、自
然
増
減
の
影
響
よ
り
も

社
会
増
減
の
影
響
が
高
い
と
分
析
さ
れ

ま
す
。将
来
に
わ
た
っ
て
、人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、安
定
的
な

人
口
規
模
の
確
保
を
図
る
た
め
に
は
、社

会
増
に
係
る
施
策
を
推
進
し
な
が
ら
、あ

わ
せ
て
自
然
増
に
係
る
施
策
を
進
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、昨
年
11
月
に
国
が
制
定
し
た「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

に
基
づ
き
、地
方
版
と
な
る
本
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。町
民
の
皆
さ
ま
、企
業
、行
政
が
一
体
と
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
中

心
に
、各
地
域
で
の
懇
談
会
、様
々
な
ワ
ー
キ
ン
グ
で
の
意
見
を
取
り
入
れ
つ
つ
、

人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
、ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
と
好
循
環

の
確
立
を
目
指
し
、審
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、隠
岐
の
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」及
び

「
総
合
戦
略
」（
案
）〈
10
月
16
日
現
在
〉の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

地域懇談会の様子（大久地区）

まちの将来を見据えるまちの将来を見据える
隠岐の島町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）隠岐の島町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）

ま
ち
の
現
状
と
課
題
の
整
理

ま
ち
が
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
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表１：合計特殊出生率目標数値

2.01平成27年
（2015年）

2.08平成32年
（2020年）

2.15平成37年
（2025年）

2.23平成42年
（2030年）

③ 子育て世代の転出抑制と転入促進～子育て世帯のＵＩターン施策の推進～
　子育て世代が、安心して出産、子育てをすることができる社会環境を実現することで、転出超
過の状況を改善し、平成42（2030）年までに子育て世帯（30代前半～50代前半）及びその子ど
も世代（5～10代前半）の転出、転入数を同等とします。

② 雇用の場の確保による若者の島外流出抑制～若者ＵＩターン施策の推進～
　高校、大学卒業後の年代の就労の希望を実現できる雇用環境を創出し、若者のＵＩターン
の促進と就職に伴う転出抑制を図り、平成42（2030）年以降、20代後半の転入超過数が年間
90人（Ｕターン60人、Ｉターン30人）以上を目指します。

① 合計特殊出生率の上昇～出産・子育て支援の推進～
　平成42（2030）年までに、過去10年間での最大値2.23《平成16（2004）年実績》を達成し、
以降は2.23の維持を図ります。（表１参照）
※合計特殊出生率：15歳から49歳までの１人の女性が一生に産む子どもの数

隠岐の島町人口ビジョン（案）

人口の将来展望
　次の目標を達成し、年間出生数を120人程度維
持するとともに、若者世代の移動率を改善するこ
とにより、平成72（２０６０）年において、1万1千
人程度の人口を維持することを目指します。
（グラフ１参照）

グラフ１：隠岐の島町の人口の推移と長期的な見通し
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（2040年）

平成57年
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隠岐の島町における安定した雇用を創出する

隠岐の島町まち・ひと・しごと総合戦略（案）
　隠岐の島町人口ビジョンで掲げ
た目標を達成するため、町民の皆さ
まが共通理解し、施策全体に波及
させる左記の３つの基本的な考え方
を示します。
　その考えのもと、４つの基本目標
を設定し、それぞれの目標を達成す
るために重点的に取り組むプロジェ
クトを掲げます。
　なお、隠岐の島町総合戦略の計
画期間は、平成２７年度から平成３１
年度までの５年間とし、実施した事
業の効果検証により毎年見直しを
行います。

　隠
た目標
まが共
させる
を示し
　その
を設定
るため
クトを
　なお
画期間
年度ま
業の効
行いま

隠岐の島町総合戦略
3つの基本的な考え方

①若者
・ 働きやすい環境の整備
・ 結婚を望む若者の支援
・ 子供を産み育てる希望をかなえる

③意識
・ 町民の意識改革
・ 自分たちの島を自らの手でつくる
・ 住み続けたいと思える島づくり

②教育
・ ふるさと教育
・ キャリア教育
・ 隠岐独自の人材育成

基本目標① 出する隠岐の島町における安定した雇用を創出基本目標①

★重点プロジェクト
　・ 未利用資源の活用による循環型産業の育成、新たな雇用の創出、地域経済の循環
　・ 隠岐の島町産品のブランド化
　・ 安心して働くための子育て支援、介護支援の充実
　・ 第１次産業の活性化
　・ ６次産業化の促進

　島の基幹産業である第1次産業（水産業、林業、農業、畜産業）を引き続き推進するとともに、第1次産業
の産品に付加価値をつけてブランド化を図り、6次産業化を進める。
　また、森林資源、海洋資源等の、自然資源や未利用資源の有効活用により、循環型産業の育成と地域経
済の活性化を図る。
　子育て支援や介護支援などの充実により安心
して働ける場を確保し、女性や高齢者を含めた
誰もが活躍できる社会を創出する。

隠岐の島町への新しい人の流れをつくる基本目標② 隠岐の島町への新しい人の流れをつくる基本目標②

★重点プロジェクト
　・ ふるさと教育の推進による将来のＵＩターン者の確保
　・ 都市圏の高齢者の隠岐の島町への移住促進
　・ 来島者のニーズにこたえることによる島のファン、リピーターの確保
　・ 航路運賃の割引による来島者の確保
　・ 隠岐が魅力的である雰囲気づくり（隠岐の魅力の発信）

　ふるさと教育の推進により、島外に流出している若者世代が、島に住みたい、戻りたいと思えるような環
境を整えるとともに、移住定住策により都市圏からの高齢者の移住を促進する。
　観光分野については、来島者のニーズに対応したおもてなしによるリピーターの確保と、来島者の交通
の利便性を向上するための取り組みを推進するとともに、歴史、文化など、島の魅力を島外に知ってもらう
ための観光施策を展開する。

確保
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若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる基本目標③ 若い世代の結婚・出産・子育ての希基本目標③

★重点プロジェクト
　・ 結婚へつなげる出逢いの場づくり
　・ 子育てしやすい職場環境づくり
　・ 安心して子育てできる環境づくり
　・ 出産支援
　・ 隠岐の子みんなによる隠岐の自然の体験の促進

　若い世代における結婚に対する不安を解消するために、結婚から妊娠、出産、子育て、子どもの独り立
ちまでの支援を継続的に行っていき、子どもを産み育てやすい環境を整え、子育て世代の出産数の増加
を図る。
　特に、Iターン者が相談できる相手がいないなど、子育ての孤立が問題となることから、相談体制の強
化など、安心して子育てできる環境づくりを推進する。あわせて、育児は、女性だけでなく、家族全体の問
題であることから、育児、家事に男性も参画可能な環境の整備や、子育てしやすい職場環境づくりに向
けた取り組みを促進する。

希望をかなえる

時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、
地域と地域を連携する

基本目標④ 時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、
地域と地域を連携する

基本目標④

★重点プロジェクト
　・ 交通の利便性の向上
　・ コンパクトなまちづくり
　・ 西郷港周辺の整備
　・ シルバー人材センターの整備
　・ 買い物困難者支援

　本町への移住・定住を図るためには住みよい地域を形成する
ことが必須であり、現在生活している町民の生活満足度を高め
ることが移住希望者に対する呼び水になると考える。
　本町は、海路と空路で本土と結ばれており、町民が日常生活や仕事をする上で重要な隠岐航路の
利便性の向上を推進する。特に、西郷港は島の玄関口となっており、町民や来島者にとって魅力的
な空間となるよう整備を推進する。
　また、高齢者の生活の利便性を向上し、社会参加を推進する社会環境を整備する。
　周辺部の集落では、商店などの日常生活を支える施設が減少しており、特に、高齢者の買い物など
を支援する取り組みを推進する。

る
め

今後のスケジュールについて

　今後は、パブリックコメント（10月16日から10月30日まで実施）でいただいたアイディアやご意
見を踏まえて、最終的な人口ビジョン・総合戦略を隠岐の島町まち・ひと・しごと創生総合戦略
推進本部において決定します。
　町民の皆さまには、策定された本計画を冊子にまとめ、嘱託員配布によりお知らせする予
定です。皆さまには、引き続きご協力をお願いいたします。

■ お問い合わせ先 ： 役場定住対策課定住対策係　電話２-８５７０
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まちのできごと

遊覧飛行したFDAチャーター便

謝辞を述べる、重栖隆快住職

　

隠
岐
空
港
50
周
年
と
隠
岐
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
空
港
愛
称
決
定
を
記
念
し
て
、Ｆ

Ｄ
Ａ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
よ
る
遊
覧
飛

行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

隠
岐
諸
島
や
鳥
取
砂
丘
、山
陰
海
岸
な

ど
の
上
空
を
飛
行

し
、抽
選
に
よ
り

当
選
し
た
約
70
名

の
搭
乗
者
の
み
な

さ
ん
は
、普
段
味

わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
、雄
大
な
自

然
を
楽
し
み
ま
し

た
。

10/13

今
年
最
後
を
飾
る
熱
戦

　
　
　
　
　
　
　

一
夜
嶽
牛
突
き
大
会

10/4

優
雅
に
大
空
を
舞
う

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ｄ
Ａ
遊
覧
飛
行

　

隠
岐
牛
突
き
本
場
所
の
千
秋
楽
、一
夜
嶽

牛
突
き
大
会
が
、一
夜
嶽
牛
突
き
場（
北
方

地
区
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、台
風
の
影
響
の
た
め
、会
場
を

隠
岐
モ
ー
モ
ー
ド
ー
ム
に
変
更
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
が
、今
年
は
、秋
晴
れ
の
下
、引
き

分
け
７
番
と
真
剣
勝
負
２
番
、計
９
番
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、約
千
人
の
観
客
が
訪
れ
、横

綱
戦
で
は
、迫
力

あ
る
取
組
に
、会

場
は
大
い
に
沸

き
立
ち
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
２
月
に
本
堂
が
全
焼

し
た
隠
岐
国
分
寺（
池
田
地
区
）の
、

再
建
を
祝
う
法
要
が
1 0
月
７
日

に
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

隠
岐
国
分
寺
は
、焼
失
後
、総
代

の
方
々
に
よ
る
再
建
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、再
建
を
進
め
て
い
ま
し

た
。昨
年
９
月
に
本
堂
が
完
成
し
、

今
年
７
月
に
本
尊（
仏
像
）が
納
め

ら
れ
た
こ
と
で
、国
分
寺
で
全
て
の

法
要
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

法
要
で
は
、獅
子
舞
に
よ
る
地
固

め
の
あ
と
、新
し
い
本
尊
に
魂
を
入

れ
る
お
経
が
唱
え
ら
れ
、集
ま
っ
た

約
５
０
０
名
の
関
係
者
は
、８
年
ぶ

り
と
な
る
本
堂
で
の
法
要
を
喜
び

ま
し
た
。

　

翌
、
10
月
８
日
に
は
、本
尊
と

な
る
釈
迦
無
尼
如
来
像
を
納
め
た
、

松
本
明
慶
大
佛
師
を
講
師
に
招
き
、

文
化
講
演
会『
佛
師
の
口
伝
』が
隠

岐
島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

弟
子
へ
の
接
し
方
や
信
仰
心
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
い

た
だ
き
、参
加
者
の
皆
さ
ん
は
貴
重

な
お
話
に
、熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

横綱戦の様子（写真左）と、声援を送るごか保育園の園児たち（写真右）

10/7 健康は笑いから お達者落語会

古典落語に聞き入る参加者のみなさん

　日本で唯一の医師免許を持つ落語家、「春雨や落
雷」師匠による落語会と健康講話が隠岐島文化会
館で行われ、会場は笑いに包まれました。

10/7～8

焼
失
か
ら
の
再
建
、８
年
越
し
の
法
要

　

    　
　
　
　
　
　
　

 

隠
岐
国
分
寺
本
堂
再
建
落
慶
祝
祷
・
文
化
講
演
会松本明慶大佛師と、講演を聞く52名の参加者の皆さん
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10/18

合
併
10
周
年
、さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

              

隠
岐
の
島
町
商
工
会
合
併
10
周
年
記
念
式
典

　

隠
岐
の
島
町
商
工
会
の
合
併
10
周
年
記
念

式
典
が
、隠
岐
島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
長
式
辞
、来
賓
祝
辞
の
あ
と
、今
年
９
月

に
決
定
し
た
、隠
岐
の
島
町
商
工
会
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
発
表
さ
れ
、最
優
秀
賞（
製
作
者
）の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、参
議
院
議
員
宮
本
周
司
氏

に
よ
る
記
念
講
演「
新
た
な
価
値
の
創
造
に
つ

い
て
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。小
規
模
企
業
が
、

抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
な
ど
に
つ
い
て
、平
成
26
年
に
施

行
さ
れ
た
、「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」の

概
要
を
交
え
、講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ロゴマーク最優秀賞、吉村文子さん（茨城県）への表彰

10/29～30

中
学
生
議
員
が
鋭
く
質
問　
　
　
　
　
　
隠
岐
の
島
町
子
ど
も
議
会

　

10
月
29
日
と
30
日
、役
場

議
場
で
、隠
岐
の
島
町
子
ど
も

議
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
郷
中
学
校
３
年
生
50
名
と
、

都
万
中
学
校
３
年
生
11
名
が
子

ど
も
議
員
と
し
て
一
般
質
問
を

行
い
、町
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
、観
光
、定
住
な
ど
、様
々
な
分
野
で
の
提

言
や
質
問
が
あ
り
、齋
藤
竜
さ
ん（
都
万
中
学
校
）の

「
ジ
オ
パ
ー
ク
で
、観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
に
、ど

ん
な
工
夫
を
し
て
い
る
か
」と
い
う
質
問
に
は
、町
長

が「
マ
ス
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
知
名
度
向
上
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

11
月
と
12
月
に
は
、西
郷
南
中
学
校
と
五
箇
中
学
校
の

生
徒
に
よ
る
子
ど
も
議
会
が
、開
会
さ
れ
る
予
定
で
す
。

10/19

五
穀
豊
穣
を
祈
願　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
岐
武
良
祭
風
流

　

島
後
三
大
祭
り
の
一
つ
、「
隠
岐
武
良
祭
風
流
」

（
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
）が
、北
小
学
校
横

の
祭
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、古
式
に
則
っ
た
格
式
の
あ
る
祭

り
で
あ
り
、元
屋
八
王
子
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る

日
天
子
と
、中
村
一
之
森
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る

月
天
子
が
、「
会
所
」と
呼
ば
れ
る
、「
唐
笠
の
松
」

付
近
に
設
置
さ
れ
た
祭
壇

で
合
流
し
、流
鏑
馬
や
浦

安
の
舞
、神
相
撲
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
約
８
０

０
年
続
く
、多
彩
な
催
し

の
あ
る
祭
り
に
、訪
れ
た

多
く
の
見
物
客
は
、魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

町長に提言する西郷中学校生徒（10月29日） 中条小学校の児童のみなさんによる演奏

扇を持って舞う「浦安の舞」

10/17 厳かに神楽奉納　　代神楽

演目「湯立」の様子

　代神楽が北谷神社（代地区）で、行われました。
隔年で行われ、本来は、昨年行われる予定でしたが、
事情により延期され、今年、３年ぶりに奉納されました。

10/28
　第62回島後小中学校音楽会が、隠岐の島町総合
体育館で開催されました。参加した、町内の全ての
小中学校の児童生徒は、心を一つにして合唱や合
奏を行いました。

齋藤竜さんの一般質問
　　　　　　　（10月30日）
齋藤竜さんの一般質問
　　　　　　　（10月30日）

心に響く歌声と演奏  島後小中学校音楽会

３本足の烏を描いた「御尊形」を
掲げる、八王子神社の氏子たち
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の

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　

 

電
話
２‐
２
２
０
６（
代
表
）

　

平
成
21
年
度
か
ら
学
校
・
家
庭
・
教
育

委
員
会
が
連
携
し
、学
力
向
上
対
策
と
し

て
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」と
は
、計
画

（Plan

）、実
行（D

o

）、評
価（C

heck

）、

改
善（A

ction

）の
４
段
階
を
繰
り
返
し
、

継
続
的
に
改
善
す
る
手
法
で
す
。

　

課
題
解
決
の
取
り
組
み
は
、

　

学
校
：
授
業
改
善
、学
習
習
慣
の
確
立

　

家
庭
：
家
庭
学
習
の
習
慣
化
、生
活
習

　
　
　
　
慣
の
改
善
な
ど

　

教
育
委
員
会
：
教
職
員
の
専
門
部
会
や

　
　
　
　
研
修
会
の
開
催
、学
校
図
書
館

　
　
　
　
の
充
実
な
ど

と
多
岐
に
渡
り
ま
す
。そ
の
成
果
と
し
て
、

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
鍛
え
ら
れ
て
き

た
上
の
学
年
ほ
ど
、高
い
学
力
を
示
す
傾

向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、算
数
・
数
学
や
小
学
校
国
語

の
低
迷
、家
庭
学
習
の
時
間
が
確
保
で
き

て
い
な
い
こ
と
、ゲ
ー
ム
、テ
レ
ビ
、
携

帯
電
話
へ
の
依
存
率
が
高
い
こ
と
な
ど
が

　

1 0
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
第
９
回

隠
岐
の
島
シ
ー
サ
イ
ド
風
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
は
、
10
㎞
一
般
年
代
別
・
５
㎞
一

般
年
代
別
・
３
㎞
中
学
生（
個
人
・
団

体
）・
２
㎞
親
子
・
一
般
ペ
ア
の
各
部
門
で

総
勢
２
９
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
都
万
湾

岸
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、走
り
や

す
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
参
加
さ

れ
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
団
体
で
は
、男
子
が
五
箇
中

学
校
Ａ
、女
子
は
西
郷
中
学
校
Ｂ
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

　

親
子
・
一
般
ペ
ア
は
、１
２
７
名
の

皆
さ
ん
が
手
を
つ
な
い
で
仲
良
く
ゴ
ー

ル
イ
ン
し
ま
し
た
。こ
の
部
門
は
、
本

大
会
の
約
半
分
を
占
め
る
人
気
部
門
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、毎
年
参
加
さ

れ
る
親
子
の
方
が
多
く
、「
子
ど
も
の
成

長
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
大

会
」と
い
う
う
れ
し
い
声
も
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。こ
の
大
会
が
、健
康
づ
く
り

や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

本
大
会
も
第
９
回
と
回
を
重
ね
、毎

年
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
て

い
ま
す
。ま
だ
走
っ
た
こ
と
の
な
い
皆
さ
ん

も
来
年
の
大
会
に
参
加
し
て
、気
持
ち
よ

い「
隠
岐
の
風
」を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
会
結
果
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
各
部
門
優
勝
者
一
覧
】

■
10
㎞
一
般
男
子
・
女
子

　
（
男
子
29
歳
以
下
）飯
田　

智
宏

　
（
男
子
30
〜
49
歳
）松
本　

晃
史

　
（
男
子
50
歳
以
上
）竹
森　

昭
夫

　
（
女
子
30
〜
49
歳
）西
村　

朋
江

■
５
㎞
一
般
男
子
・
女
子

　
（
男
子
29
歳
以
下
）野
間
田　

知
憲

　
（
男
子
30
〜
49
歳
）池
本　

周
平

　
（
男
子
50
歳
以
上
）川
口　

誠

　
（
女
子
30
〜
49
歳
）小
林　

さ
き
子

　
（
女
子
50
歳
以
上
）穐
山　

伊
佐
惠

■
３
㎞
中
学
男
子
・
女
子

　
（
男
子
個
人
）齋
賀　

稜
太（
五
箇
中
）

　
（
男
子
団
体
）五
箇
中
学
校
Ａ

　
（
女
子
個
人
）東　

優
奈（
西
郷
中
）

　
（
女
子
団
体
）西
郷
中
学
校
Ｂ

■
２
㎞
親
子
・
一
般
ペ
ア

　
（
親
子
ペ
ア
）

　
　

原　

幸
一
・
明
日
香　
ペ
ア

　
（
一
般
ペ
ア
）

　
　

齋
藤　

正
和
・
原　

聡
一
郎　
ペ
ア

課
題
と
し
て
残
っ
て
お
り
、現
在
、こ
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

1 0
月
2 3
日
と
2 4
日
、都
万
小
中
学
校

を
会
場
に
、教
科
指
導
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、町
内
小
中
学
校
の
教
員
が
受

講
し
ま
し
た
。筑
波
大
学
附
属
小
学
校
の

青
山
由
紀
先
生
に
よ
る
国
語
の
授
業
と
、

明
星
学
苑
教
育
支
援
室
長
細
水
保
宏
先

生
に
よ
る
算
数
・
数
学
の
授
業
を
公
開

し
、研
究
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、教
科
別
研
修
会
で
は
、「
数
学
的

思
考
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
」「
読
む

力
・
書
く
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
」を

テ
ー
マ
に
講
義
を
受
け
、そ
の
後
、学
年

ご
と
に
11
月
以
降
に
行
う
単
元
の
授
業
づ

く
り
を
し
ま
し
た
。各
学
年
で
作
っ
た
授

業
を
全
体
で
発
表
し
、他
学
年
か
ら
得
た

意
見
を
参
考
に
改
善
を
図
り
ま
し
た
。で

き
た
指
導
案
や
教
材
は
、各
学
校
で
共
有

し
、今
後
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、「
身
に
つ

け
さ
せ
た
い
力
を
明

確
に
し
て
単
元
構
成

を
考
え
る
」教
材
研

究
法
や
、「
日
頃
の
授

業
の
悩
み
を
相
談
で

き
る
」教
員
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た

こ
と
も
、今
後
の
学

力
向
上
に
取
り
組

む
上
で
、大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

学
力
向
上
に
向
け
て

〜
教
科
指
導
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
〜

親
子
ペ
ア
が
大
好
評
！

第
９
回
隠
岐
の
島
シ
ー
サ
イ
ド

風
マ
ラ
ソ
ン
大
会

塩の浜の海岸沿いを走る親子・一般ペア

青山由紀先生による公開授業
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　12月12日（土）は図書館を午後９時まで開館し、
「よるとしょ」を開催します。
　B.J.L（川﨑利博氏）によるサックスクリスマスコ
ンサートや、としょカフェなどのイベントを予定して
います。
　冬の夜を図書館でゆっくりすごしませんか？

今年最後のよるとしょ今年最後のよるとしょ

　隠岐の島町にゆかりのある方から、図書整備
費として100万円の寄附をいただきました。
　図書館資料の充実のために大切に活用させて
いただきます。ありがとうございました。

寄附をいただきました寄附をいただきました

　図書館開館から15年が経ちました。開館当
初に利用者カードを作ったけれどまだ使える
かな…と、お思いの方はいらっしゃいません
か？ご安心ください、そのまま使うことができま
す。もし無くされた場合は、再発行することが
できますのでお申し付けください。

まだまだ使えます！利用者カードまだまだ使えます！利用者カード

　12月の休館日は、7日（月）、14日（月）、20日
（日）、21日（月）です。
　年末年始の休館日は、1 2月2 8日（月）から
1月4日（月）までです。
　ご利用の際はお気をつけください。

12月と年末年始の休館日のお知らせ12月と年末年始の休館日のお知らせ　今年もクリスマス会を開催します。
　絵本の読み聞かせや工作など、お楽しみ企画
がいっぱいです！　
　日時：12月19日（土）
　　　 午後３時から
　場所：図書館　研修室

クリスマス会開催クリスマス会開催

　

今
年
度
８
月
か
ら
、隠
岐
の
島
町
教
育
委

員
会
に
、英
語
の
授
業
の
補
助
を
行
う
、外

国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）と
し
て
着
任

し
た
、セ
オ
ド
ア
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
さ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

隠
岐
の
島
町
に
は
、町
や
島
根
県
の
無
形
民

俗
文
化
財
と
さ
れ
て
い
る
、「
壇
鏡
神
社
八
朔

祭
牛
突
き
習
俗
」（
県
指
定
）、「
旧
西
郷
町
の

牛
突
き
習
俗
」（
町
指
定
）、「
旧
五
箇
村
の
牛

突
き
習
俗
」（
町
指
定
）と
い
う
3
つ
の
牛
突

き
習
俗
が
あ
り
ま
す
。牛
突
き
の
大
会
で
は
、

主
催
地
域
で
あ
る
座
元
と
、そ
こ
へ
招
か
れ
る

地
域
で
あ
る
寄
方
に
分
か
れ
て
勝
負
を
し
ま

す
。佐
山
牛
突
き
場
で
行
わ
れ
る「
八
朔
牛
突

き
大
会
」で
は
、都
万
が
座
元
と
な
り
、西
郷

や
五
箇
が
寄
方
と
な
り
ま
す
が
、一
夜
嶽
牛
突

き
場
で
行
わ
れ
る「
一
夜
嶽
牛
突
き
大
会
」

は
、五
箇
が
座
元
、都
万
と
西
郷
が
寄
方
と
な

り
ま
す
。座
元
だ
け
で
な
く
、そ
こ
へ
招
か
れ

る
寄
方
が
あ
っ
て
大
会
が
成
立
し
て
お
り
、地

域
を
越
え
て
一
つ
の
文
化
を
支
え
る
形
が
う

か
が
え
ま
す
。

新
し
い
外
国
語
指
導
助
手
が

　
　
　
　
　
　

着
任
し
ま
し
た

し
ま
の
た
か
ら
も
の

　
　
　
　

牛
突
き
ス
ペ
シ
ャ
ル

　

第
１
回「
本
場
所
大
会
に
つ
い
て
」

セ
オ
ド
ア
さ
ん
あ
い
さ
つ

　

初
め
ま
し
て
、セ
オ
ド
ア
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

と
い
い
ま
す
。私
は
、イ
ギ
リ
ス
出
身
で
、

趣
味
は
、絵
を
描
く
事
や
料
理
、ジ
ョ
ギ

ン
グ
な
ど
で
す
。

　

隠
岐
で
は
、ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
を
走

る
こ
と
や
隠
岐
の
有
名
な
木
や
壇
鏡
の

滝
を
見
る
こ
と
、ま
た
、釣
り
や
竹
細
工

を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
に
来
る
こ
と
に
当
初
は
、心
配
も

あ
り
ま
し
た
が
、隠
岐
の
人
々
は
、フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
助
け

て
く
れ
る
の
で
、隠
岐
に
来
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

壇鏡神社八朔祭牛突き習俗
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平
成
27
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
電
子
証
明
書
の
申

し
込
み
は
、左
記
の
期
日
を
も
っ
て
受
け
付

け
を
終
了
し
ま
す
。

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
　

12
月
４
日（
金
）午
後
４
時
ま
で

　
・
電
子
証
明
書

　
　

12
月
22
日（
火
）午
後
４
時
ま
で

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
引
き
継
が
れ
ま
す

　

平
成
28
年
１
月
以
降
は
、個
人
番
号

カ
ー
ド
が
、こ
れ
ま
で
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
機
能
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
な
り
、

氏
名
、住
所
、性
別
、生
年
月
日
、個
人

番
号
、顔
写
真
な
ど
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、希
望
に
よ
り
新
し
い
電
子
証
明

書
が
、格
納
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、住
民
か
ら
の
申

請
に
よ
り
平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
さ

れ
、初
回
交
付
は
無
料
で
す
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
時
に
、住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
回
収
し
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
い
ず
れ
か
し
か
所
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、個
人
番
号
カ
ー

ド
を
交
付
す
る
際
に
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
回
収
し
ま
す
。

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
使
用
期
限
に

つ
い
て

　

平
成
27
年
12
月
ま
で
に
発
行
し
た
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、そ
の
有
効
期
限

ま
は
、使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、電
子
証
明
書
も
、そ
の
有
効
期

限
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
確
定
申
告
で
電
子
証
明
書
を
ご
利
用
の

方
へ

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
開
始
当
初
は
、

全
国
か
ら
の
申
込
み
が
集
中
し
、交
付
ま

で
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

来
年
の
確
定
申
告
時
期
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
課
戸
籍
住
民
係

　
　
　
　
　
　
　
　

 

電
話
２-

８
５
６
０

●
面
接
相
談

 

・
松
江
地
方
法
務
局
西
郷
支
局　

   　
　

 

電
話
０
８
５
１
２‐

２‐

０
２
４
０

●
電
話
相
談

 

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

          

電
話
０
５
７
０‐

０
０
３‐

１
１
０

 

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

         

電
話
０
１
２
０‐

０
０
７‐

１
１
０

 

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

       

電
話
０
５
７
０‐

０
７
０‐

８
１
０
６

　

ま
た
、人
権
週
間
期
間
中
は
、次
の
と

お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

　

12
月
２
日(

水)

午
前
10
時
〜
正
午　

 

　

場
所
：
都
万
中
里
集
会
所

　

12
月
２
日(

水)

午
後
１
時
〜
３
時

 　
場
所
：
役
場
五
箇
支
所
分
庁
舎

　

12
月
４
日(

金)

午
後
１
時
〜
４
時 　

　

場
所
：
隠
岐
島
文
化
会
館

　

12
月
９
日(

水)

午
後
１
時
〜
３
時 　

　

場
所
：
役
場
布
施
支
所

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　

 　

電
話
２‐

８
５
６
６

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と

電
子
証
明
書
の
終
了
に
つ
い
て

　

12
月
４
日（
金
）か
ら
12
月
10
日（
木
）

ま
で
は「
人
権
週
間
」で
す
。

　

人
権
と
は
、人
間
が
、人
間
ら
し
く
生

き
る
権
利
で
、す
べ
て
の
人
々
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
基
本
的
な

権
利
で
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
、自
分
の
権

利
を
主
張
す
る
あ
ま
り
、他
人
の
権
利
を

侵
害
し
て
い
ま
せ
ん
か
。あ
る
い
は
、他

人
の
悪
口
を
言
い
ふ
ら
し
て
、名
誉
や
信

用
を
傷
つ
け
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

法
務
局
で
は
、人
権
に
関
す
る
相
談
を

随
時
、受
け
付
け
て
い
ま
す（
平
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
）。人
権
問
題
に
つ
い
て
、悩
み
ご
と
や

困
り
ご
と
を
お
持
ち
の
方
は
、お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
第
67
回
人
権
週
間
」に
つ
い
て

新しい電子証明書が格納された個人番号カードの見本（右が表面、左が裏面）
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
の

　
　
　
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

肺
炎
は
、現
在
、日
本
人
の
死
因
第
４

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。高
齢
に
な
る
ほ
ど

肺
炎
に
か
か
る
確
率
が
高
く
な
り
、肺

炎
の
原
因
は
、「
肺
炎
球
菌
」が
最
も
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
肺
炎
球
菌
感
染
症
と
は

　

肺
炎
球
菌
は
、主
に
気
道
の
分
泌
物
に

含
ま
れ
、唾
液
な
ど
を
通
じ
て
、飛
沫
感

染
し
ま
す
。日
本
人
の
高
齢
者
の
約
３
〜

５
％
は
、鼻
や
喉
の
奥
に
、肺
炎
球
菌
が

常
在
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
菌
が
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
進
展
し
、

気
管
支
炎
、肺
炎
、敗
血
症
な
ど
の
重
い

合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
元
気
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、ち
ょっ

と
し
た
体
調
の
く
ず
れ
な
ど
に
よ
る

免
疫
力
の
低
下
や
、か
ぜ
を
ひ
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染

症（
肺
炎
な
ど
）を
発
症
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
予
防
す
る
た
め
に

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
感
染
症
の
流
行
が
予
想
さ
れ
ま

す
。元
気
に
過
ご
す
た
め
に
、普
段
か
ら

の
予
防
対
策
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま

す
。日
頃
の
う
が
い
・
手
洗
い
、マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
と
併
せ
て
、肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
も
予
防
対
策
の
一
つ
と
し

て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
は
、

昨
年
10
月
か
ら
定
期
接
種
と
な
り
ま

し
た
。

●
定
期
接
種
対
象
者

　

隠
岐
の
島
町
に
住
所
を
有
す
る
方
の

う
ち
、今
年
度
は
、次
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。（
表
1
）

●
助
成
制
度
対
象
者

　

上
記
対
象
者
以
外
の
方
に
も
、隠
岐
の

島
町
独
自
の
制
度
と
し
て
、75
歳
以
上

の
方
に
は
助
成
を
し
て
い
ま
す
。た
だ

し
、過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
方

は
、前
回
の
接
種
か
ら
５
年
以
上
経
過
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

●
助
成
の
対
象
と
な
る
接
種

接
種
場
所 

： 

各
医
療
機
関

接
種
日 

： 

平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

●
接
種
・
申
請
手
続
き

１
．医
療
機
関
に
て
予
約
し
、予
防
接
種  

　

を
受
け
、接
種
費
用
全
額
を
お
支
払
い

　

く
だ
さ
い
。

２
．次
の
①
〜
③
を
お
持
ち
の
う
え
、役

　

場
保
健
課
ま
た
は
各
支
所
に
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

①
接
種
医
療
機
関
の
領
収
書（
原
本
）

　

②
問
診
票（
町
の
指
定
し
た
も
の
）

　

③
印
鑑
、振
込
先
の
金
融
機
関
と
口
座

　
　

番
号
が
わ
か
る
も
の

●
申
請
受
付
期
間

　

平
成
28
年
４
月
15
日（
金
）ま
で

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
６
２

宝
く
じ
助
成
金
が

役
立
て
ら
れ
ま
し
た

設置された屋外スピーカー

　

町
で
は
、本
年
度
、「
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
」の
助
成
を
受
け
、左
記

の
と
お
り
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

目
的
と
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全

な
発
展
を
図
る
た
め
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
な
ど
が
実
施
す
る
施
設
、設
備
の
整
備

に
対
し
て
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
年
度
に
実
施
さ
れ
た
事
業　
　
　

　
　●
津
戸
共
栄
社(

助
成
金
2
5
０
万
円)

　

地
域
防
災
の
中
核
で
あ
る
、情
報
伝
達

体
制
を
充
実
す
る
た
め
、地
区
放
送
用
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

【
整
備
し
た
備
品
の
一
部
】

※

毎
年
事
業
募
集
時
に
は
、各
区
・
自
治

会
長
あ
て
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　

 　

電
話
２‐

８
５
６
６

表１：定期接種対象者

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

昭和25年4月2日～26年4月1日生まれの方

昭和20年4月2日～21年4月1日生まれの方

昭和15年4月2日～16年4月1日生まれの方

昭和10年4月2日～11年4月1日生まれの方

昭和  5年4月2日～ 6年4月1日生まれの方

大正14年4月2日～15年4月1日生まれの方

大正  9年4月2日～10年4月1日生まれの方

大正  4年4月2日～ 5年4月1日生まれの方
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町
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
、環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、島
内
の
送
電
設
備
の
容

量
で
は
、メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー（
大
規
模
太
陽

光
発
電
）な
ど
の
大
型
発
電
は
、導
入
で

き
な
い
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
、今
年
９
月
、中
国
電
力
㈱
が
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
を
目

的
と
し
た
実
証
実
験
を
行
う
こ
と
に
な

り
、西
ノ
島
町
に
大
規
模
蓄
電
池
を
備
え

た
西
ノ
島
変
電
所
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、電
力
の
受
け
入
れ
容
量

が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
、本
町
に
お
い
て
も

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、未
利
用
だ
っ
た
旧
隠
岐
空
港

滑
走
路
跡
地（
県
有
地
）で
、メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
事
業
を
行
う
事
業
者
を
公
募

に
よ
り
、旭
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
隠
岐
発
電
㈱

と
、隠
岐
一
畑
交
通
㈱
・一
畑
電
気
鉄
道

㈱
共
同
事
業
体
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
運
転
期
間
は
、平

成
2 7
年
９
月
3 0
日
か
ら
2 0
年
間
で
、年

間
の
発
電
量
は
、２
か
所
合
わ
せ
て
、約

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
定
住
対
策
課
商
工
労
働
係

　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
２-

８
５
７
０

旧
隠
岐
空
港
滑
走
路
跡
地
に

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置

３
６
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
で
、
約

１
，０
０
０
世
帯
の
年
間
電
力
量
に
相
当

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、本
町
総
世
帯
数（
約
７
，０

０
０
世
帯
）の
約
14
％
程
度
を
カ
バ
ー

す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
導
入
に
よ
り
、CO2

排
出
削
減
、税
収
の
増
加
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の

自
給
率
の
向
上
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、さ
ら
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導

入
し
、活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、ジ
オ
パ
ー

ク
と
し
て
の
さ
ら
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
り
、地
域
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

旧隠岐空港滑走路に並べられたソーラーパネル

　

９
月
17
日
、
18
日
に「
島
根
県
特
別
支
援
学

校
総
合
体
育
大
会
」が
開
か
れ
、高
等
部
の
サ
ッ

カ
ー
部
が
優
勝
し
、一
昨
年
、昨
年
に
続
き
、三

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、10
月
24
日
に
和
歌
山
県
で
開
催
の

「
第
15
回
全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」に

お
い
て
、島
根
県
選
抜
に
高
等
部
３
年
生
の
稲

葉
凌
大
君
が
選
ば
れ
、１
回
戦
で
敗
れ
た
も

の
の
、フ
ル
出
場
し
、チ
ー
ム
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

常
に
全
力
で
、ひ
た
む
き
に
日
々
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
て
い
ま
す
。

隠岐養護学校サッカー部

松江養護学校戦の様子。赤いユニフォームが隠岐
養護学校

　

競
泳
の
選
手
強
化
練
習
を
行
な
っ
て
い
る

「
選
手
育
成
コ
ー
ス
」で
は
、毎
年
、数
回
の

競
技
会
へ
出
場
し
、上
位
入
賞
者
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、８
月
２
日
に
開
催
の
、「
島
根
県

学
童
学
年
別
水
泳
競
技
大
会
」で
、６
年
生
背

泳
ぎ
50ｍ
で
の
優
勝
を
は
じ
め
、12
部
門
で
上

位
入
賞（
１
〜
３
位
）を
果
た
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
名
の「
一
泳
懸
命（
い
ち
え
い
け
ん
め

い
）」の
言
葉
ど
お
り
、一
つ
ひ
と
つ
の
泳
ぎ
を
大

切
に
し
、高
い
目
標
に
向
か
って
い
き
ま
す
。

スポーツクラブ隠岐

フリーリレー200mで３位入賞した、西郷小5,6年生
女子

　

10
月
10
日
〜
12
日
に
、岡
山
県
で
行
わ
れ

た「
第
22
回
平
松
政
次
旗
学
童
野
球
軟
式
野
球

大
会
」に
出
場
し
、準
優
勝
し
ま
し
た
。こ
の

大
会
は
、大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
Ｏ
Ｂ
平
松
政
次
氏

が
、開
催
し
た
大
会
で
、岡
山
県
、高
知
県
、

兵
庫
県
、島
根
県
の
32
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、11
月
14
日
と
15
日
に
、広
島
県
で

行
わ
れ
る「
第
12
回
中
国
ろ
う
き
ん
杯
学
童
軟

式
野
球
選
手
権
大
会
」に
島
根
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

五箇ミラクルズ

大会に向けて、練習する五箇ミラクルズの選手たち

各種大会で、隠岐のジュニア選手たちが活躍
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戸
籍
コ
ー
ナ
ー

（
氏 

名
）   　

     （
地
区
）       （
保
護
者
）

藤
田　

一
臣　
　
栄
町　

    

藤
田　

辰
徳

中
上　

 

葉
月　
　
西
町　

    

中
上　

誠

田
口　

 

柊　
　

 

東
郷　

    

田
口　

哲
也

升
田　

 

望
詠　
　
港
町　

    

升
田　

大
貴

齋
藤　

 

花　
　
　
栄
町　

    

齋
藤　

晃
輝

ご
誕
生

お
く
や
み

（
氏 

名
） 　

       （
地
区
）       （
年　

齢
）

河
原　

み
つ
子　

久
見　
　

 　

86
歳

藤
田　

潔
雄　
　
城
北
町 　
　

60
歳

山
川　

文
定　
　
布
施　

 　
　

95
歳

小
野　

昇
一　
　
津
戸　

    　

 

95
歳

※

10
月
31
日
ま
で
の
受
付
分（
敬
称
略
）

い
っ
し
ん

は 

づ
き

し
ゅ
う

も   

な

は
な

Okinoshima13

表彰を受けた、髙村行雄さん

　

７
月
17
日
、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

（
東
京
都
）で
、世
界
的
規
模
の
ス
ポ
ー

ツ
競
技
会
で
顕
著
な
成
績
を
収
め
た
選

手
・
指
導
者
な
ど
を
表
彰
す
る
文
部
科
学

大
臣
顕
彰
・
表
彰
式
が
行
わ
れ
、西
町
在

住
の
髙
村
行
雄
さ
ん
が「
国
際
競
技
大

会
優
秀
者
等
表
彰
」を
受
け
ま
し
た
。

　

髙
村
さ
ん
は
、松
江
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ

ブ
の
代
表
と
し
て
、レ
ス
リ
ン
グ
の
指
導

に
当
た
ら
れ
て
い
ま
し
た
。高
村
さ
ん
が

指
導
し
た
、松
江
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
出

身
の
渡
利
璃
穏
選
手（
ア
イ
シ
ン
Ａ
Ｗ
所

属
）が
、平
成
26
年
に
韓
国
の
仁
川
で

開
催
さ
れ
た
第
17
回
ア
ジ
ア
競
技
大

会
の
女
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
63
㎏
級

で
優
勝
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

国
際
競
技
大
会
優
秀
者
等
表
彰

に
つ
い
て

開所式であいさつをする、
隠岐地区保護司会会長 是津輝和さん

10月26日、球根の植え付けをする、
北小学校６年生の児童たち

　

10
月
14
日
、隠
岐
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
、旧
消
防
本
部
庁
舎（
城

北
町
１
６
３
番
地
）内
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
、役
場
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
、隠
岐
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
行
わ
れ
、関
係

者
約
30
人
が
参
加
し
、開
設
を
祝
い
ま

し
た
。

　

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、地

域
に
お
け
る
更
生
保
護
の
拠
点
施
設
で
、

保
護
司
会
が
、関
係
機
関
・
更
生
保
護
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、犯
罪
や
非
行
予
防

活
動
の
推
進
、更
生
保
護
に
関
す
る
情
報

提
供
な
ど
の
、更
生
保
護
に
関
す
る
活
動

を
行
う
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
度
ま
で
に
、全
国
３
４
６
ヵ

所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
回
、隠

岐
郡
内
に
お
い
て
も
、法
務
省
の
指
定

を
受
け
て
、設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。島
根
県
で
は
、８
ヵ
所
目
の
設
置

に
な
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
き
、６

人
の
企
画
調
整
保
護
司
が
交
代
で
常
駐

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
２-

２
１
１
１

　

隠
岐
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
３-

１
７
０
１

隠
岐
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て

　

1 0
月
1 6
日
、隠
岐
の
島
町
出
身
で
、

富
山
県
に
お
住
ま
い
の
斉
ト
ミ
子
様
よ

り
、チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
２
５
０
株
を

町
へ
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
球
根
は
、町
内
の
小
中
学

校
へ
配
付
し
、植
え
付
け
を
行
い
ま
し

た
。

　

春
に
は
、色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
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●
隠
岐
に
来
る
外
国
人
観
光
客
は
ど
こ
か

ら
？

　

隠
岐
を
訪
れ
る
外
国
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、

個
人
客
で
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏（
主
に
フ

ラ
ン
ス
、イ
ギ
リ
ス
、ス
イ
ス
、ス
ペ
イ

ン
な
ど
）や
ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
来
て
い
ま
す
。日

本
に
定
住
し
て
い
る
人
、何
度
も
日
本
に

来
て
い
る
人
、初
め
て
日
本
に
来
た
人
な

ど
様
々
で
す
。

●
外
国
人
は
ど
う
や
っ
て
隠
岐
を
知
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
き
っ
か
け

に
、外
国
語（
主
に
英
語
）で
隠
岐
を
紹

介
す
る
場
面
が
一
気
に
増
え
ま
し
た
。ま

だ
ま
だ
外
国
語
の
情
報
が
足
り
な
い
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
観
光
情
報
、ジ
オ
パ
ー

ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
英
語
対
応
に
な
っ

た
こ
と
が
非
常
に
役
に
立
っ
て
い
ま

す
。以
前
に
比
べ
る
と
手
軽
に
た
く
さ
ん

の
観
光
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で
、日
本
語

が
で
き
な
い
外
国
人
も
安
心
し
て
観
光
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

隠
岐
に
来
た
人
の
中
に
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で「
馬
と
日
本
」と
検
索
し
た

ら
、隠
岐
の
写
真
を
見
た
の
で
来
た
と
い

う
人
、ロ
ー
ソ
ク
島
の
写
真
を
見
て
ど
う

し
て
も
隠
岐
に
来
た
く
な
っ
た
と
い
う

人
、稲
刈
り
の
時
期
の
ハ
デ
場
を
撮
影
し

た
い
か
ら
来
た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
極
端
な
例
で
す
が
、雄
大
な

海
岸
の
景
観
、の
ど
か
に
放
牧
し
て
い
る

牛
と
馬
、深
い
森
、神
秘
的
な
巨
木
と
神

社
、静
か
な
漁
村
、古
い
歴
史
文
化
、新
鮮

な
海
鮮
料
理
、マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
隠
岐
は
彼
ら
に
と
っ
て
魅
力

に
溢
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
魅
力
は
４

島
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
、4
島
す
べ

て
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
さ
ら
に
隠
岐
の

魅
力
が
伝
わ
る
で
し
ょ
う
！

　

海
外
か
ら
の
旅
行
者
は
、こ
の
よ
う
に

英
語
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
情
報
を
見
て
隠

岐
に
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
他
に
も
、海
外
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
に
隠
岐
の
情
報
が

た
く
さ
ん
載
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
旅
行
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
隠
岐
を
「
知
ら
れ

ざ
る
日
本
の
魅
力
」と
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

私
が
海
外
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と

話
す
と
、「
古
き
良
き
日
本
の
伝
統
文

化
や
歴
史
、自
然
を
体
験
し
た
い
外
国

人
観
光
客
に
と
っ
て
、隠
岐
は
と
て
も
魅

力
的
だ
。有
名
で
な
い
こ
と
が
不
思
議

だ
。」と
驚
い
て
い
ま
す
。

●
外
国
人
の
観
光
客
に
出
会
っ
た
ら
ど
う

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　

私
は
外
国
人
観
光
客
が
、少
し
で
も
大

好
き
な
隠
岐
を
知
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
で
す
。英
語
の
看
板
や
マ
ッ
プ
が
徐
々
に

整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、わ
か
り
に

く
い
道
路
、交
通
手
段
、飲
食
店
の
場
所

な
ど
が
、ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。も
し
、

困
っ
て
い
る
外
国
人
観
光
客
を
見
た
ら
、

英
語
が
で
き
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！
声
を
か

け
る
だ
け
で
も
安
心
す
る
と
思
い
ま
す
！

　

最
近
、島
内
で
外
国
人
の
観
光
客
を
み

か
け
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
も
し
か
す
る
と

最
近
外
国
人
の
観
光
客
が
増
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
そ
う
で
す
！
実
は
、隠
岐

で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
）の

観
光
客
数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

　

グ
ラ
フ
で
見
る
と
、平
成
24
年
頃
か
ら

外
国
人
の
観
光
客
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。そ
し
て
今
年
は
、8
月
時
点
で
去
年

を
上
回
る
勢
い
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え

て
い
ま
す
。 29

隠
岐
の
訪
日
外
国
人（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）観
光
客
の
増
加

左写真：八百杉を訪れる
外国人観光客

今回は外国人
観光客について
取材してきました。

人（
イ

バ

）観
光
客
の
増
加

グラフ1：外国人観光客の推移（隠岐汽船利用）
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料亭 末　広

和風ダイニング
真　心　庵

冠婚葬祭料理
料理5,000円～
100名様収容　

コース料理3,000円～
各種アラカルト料理
1名様から24名様（各個室）

団体様（10名様以上）歓迎
女性　2,000円～
男性　3,000円～

漣さ
さ
な
み

クラブ 末　広

電 話 2－0014
FAX 2－8880

隠岐の島町城北町340（隠岐病院前）
　　　電　話　2－3265　営業時間　平日　AM 9:00～PM7:00
　　　F A X　2－3266　（不定休）　日祝　AM10:00～PM6:00

末広

今
年
も
あ
り
が
と
う
！

　
お
歳
暮
セ
ー
ル

               　 

真
っ
只
中

今
年
も
あ
り
が
と
う
！

　
お
歳
暮
セ
ー
ル

               　 

真
っ
只
中

今
年
も
あ
り
が
と
う
！

　
お
歳
暮
セ
ー
ル

               　 

真
っ
只
中

ほっこり冬支度！ほっこり冬支度！ほっこり冬支度！

コタツSALE開催コタツSALE開催コタツSALE開催

Okinoshima15
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平成27年11月1日現在

14,835（－5）人

7,741（－2）人

7,148（+1）

7,094（－3）人

内15歳未満1,723人〔11.6％〕
内65歳以上5,585人〔37.6％〕

増　転入19人 出生7人 その他0人
減　転出14人 死亡17人 その他0人

12

人権相談 10：00～12：00（中里集会所）
 　　　　13：00～15：00（役場五箇支所）
年金相談 13：00～16：00（役場ふれあいセンター）

第１０回浄土ヶ浦まつり 11:00～（布施町民体育館）
布施公民館文化祭 11:00～（布施公民館）
第３２回みんなでつくる発表会 13：30～（隠岐島文化会館）

議会定例会開会 9：30～（11日まで）
年金相談 9：30～12：00（役場ふれあいセンター）

食育の日

町民なんでも発表会　13：00～（隠岐島文化会館）

天皇誕生日

人権相談 13：00～16：00（隠岐島文化会館）

人権相談 13：00～15：00（役場布施支所）

隠岐の島町ノーレジ袋デー

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

官公庁仕事納め
納付金時間外窓口 17：15～19：00（役場税務課）

▼
気
が
付
け
ば
11
月
も
終
わ
り
に
近
づ

き
、今
年
も
残
り
１
ヶ
月
ほ
ど
と
な
り

ま
し
た
。毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

「
あ
れ
を
や
っ
て
な
い
」
、「
こ
れ
も
し

な
い
と
い
け
な
い
」
と
あ
た
ふ
た
し
、

落
ち
着
か
な
い
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。▼
先
日
、医
師
免
許
を
持
つ
落
語

家
さ
ん
に
よ
る「
お
達
者
落
語
会
」が

あ
り
、取
材
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。

「
笑
い
」に
は
人
の
免
疫
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
力
が
あ
る
、と
い
う
話
は
よ
く

聞
き
ま
す
が
、特
に
、が
ん
予
防
に
効

果
が
あ
る
よ
う
で
す
。▼
実
際
に
は
、

日
本
人
が
一
日
に
笑
う
時
間
は
、平
均

で
わ
ず
か
23
秒
と
い
う
短
さ
。大
笑
い

か
ら
愛
想
笑
い
、さ
げ
す
み
笑
い
な
ど
、

ど
ん
な
笑
い
で
も
効
果
が
あ
る
そ
う

で
す
の
で
、皆
さ
ん
も
何
気
な
い
日
常

の
中
で
、「
一
日
五
笑
」
を
心
が
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。▼
日
頃
、

気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
な
く
な
る
と
、普

段
は
こ
な
せ
る
こ
と
で
も
上
手
く
い

か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。い
つ
も
以

上
に「
笑
い
」の
あ
る
生
活
を
心
が
け
、

慌
た
だ
し
い
日
々
を
元
気
に
乗
り
切

り
た
い
も
の
で
す
。皆
さ
ん
も
、体
調

管
理
に
は
十
分
お
気
を
付
け
く
だ
さ

い
。（
Ｍ・Ｉ
）

1
3
4

1  日   火

5  日   土

6  日   日

7  日   月
8  日   火

2  日   水

9  日   水
10  日   木

17  日   木

24  日   木
23  日   水

11  日   金
12  日   土
13  日   日
14  日   月
15  日   火

18  日   金
19  日   土
20  日   日
21  日   月
22  日   火

25  日   金
26  日   土
27  日   日

30  日   水
31  日   木

28  日   月

29  日   火

16  日   水

3  日   木

4  日   金

■ お問い合わせ先 ： 役場布施支所　電話７－４３１１

第10回　浄土ヶ浦まつり

と　き／12月６日（日）
　　　　午前11時～
ところ／布施町民体育館

と　き／12月６日（日）
　　　　午前11時～
ところ／布施町民体育館

■ お問い合わせ先 ： 隠岐養護学校　　電話２－３５９３ 

第32回みんなでつくる発表会

と　き／1２月６日（日）
　　　　午後１時３０分～
ところ／隠岐島文化会館

と　き／1２月６日（日）
　　　　午後１時３０分～
ところ／隠岐島文化会館

2016年版 隠岐の島町カレンダー販売
発送料無料で全国へお届けします。

隠岐の島町の風景、伝統行事の写真を掲載した趣深い内容
です。ご自宅用、ご贈答用として、是非ご利用ください。

●価格/１冊1,000円（税込）
　B３二つ折り全28ページ
●販売場所/役場観光課・各支所・
　中出張所・町内各書店
●お申し込み・お問い合わせ先
　役場観光課観光振興係
　電話：２－８５７５
　FAX：２－４９９７
メール：calendar@town.okinoshima.shimane.jp


